
研修の意義 

「教育は人なり」と言われるように、学校教育は教師の資質能力に負うところが極めて大き

く、教師には、その職務の特性から研修が重視されています。研修については、教育公務員特例

法で「教育公務員は、その職責を遂行するために、絶えず研究と修養に努めなければならない」

とされ、また、教育公務員には「研修を受ける機会が与えられなければならない」こと、任命権

者が「研修に関する計画を樹立し、その実施に努めなければならない」ことが規定されていま

す。同法が教員の研修について地方公務員法にない規定を設けているのは、教員に高い専門性と

豊かな人間性を備えることが求めているからです。私たちは、そのことを自覚し、一人一人が研

修を通して、教育者としての使命感や児童生徒に対する教育的愛情をもち、児童生徒の成長・発

達について深く理解するとともに、教科等に関する専門的な知識や広く豊かな教養を身に付け、

これらを基盤とした実践的指導力の向上につとめていかなければなりません。 

「令和４年度 教員研修ハンドブック」より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回中堅教員研修会  R4.8.5 

８月５日に第２回中堅教員研修会を開催しました。５月の第１回研修会を土台に

して、第２回研修会は長めの時間をとって、中堅教員が熱いグループ討議を繰り広

げるという姿を描きましたが、新型コロナウイルス感染症の拡大により、１時間の

オンライン研修に変更して実施しました。第１回研修会に引き続き、立山中央小学

校の深山校長先生に指導していただきました。 

今回は「保護者理解と対応」をテーマに、保護者 

とのよりよい関係づくりについて講義と演習を織り 

交ぜながら、一人一人が今の対応の有り様を考え、 

表出させる機会が設けられました。深山校長先生は、保護者の話を 

よく聞く（傾聴）ことが大切であることを諭されま 

した。また、保護者の気持ちを受け止め、聴いてあ 

げようとすることで、保護者は話しやすくなることを 

教師の対応事例の比較によって理解を深めていただき 

ました。最後に、今回この研修会に参加した中堅教員 

が、今後の立山区域を背負っていくんだぞという温か 

く力強いメッセージを届けて 

くださいました。 

 

東北や新潟県、福井県、石川県を中心に集中豪雨が降りました。このような雨の降り方
は、私が子供の頃は「熱帯雨林気候」として学習したことと同じように感じます。地球の
温暖化、気候変動が起こっているのだとすると、日本の気候は、いったいどうなっていく
のだろうと心配になりますね。 
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